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放課後児童クラブ入所申請書 記入例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※裏面もご参照ください 

（４）減免申請（児童扶養手当・就学援助受給世帯等）、延長保育（延長保育・早朝保育を希望する世帯、西布施・上

野方は対象外）、土曜保育（父母、同居の祖父母が土曜日に仕事等がある世帯、西布施・上野方は対象外）の希望の有

無を選択してください。 

 

（５）小学生の兄弟姉妹 

小学生の兄弟姉妹がいる場合は、「同時に入所申請している（同時期に入所申請している場合）」、「すでに入所し

ている（ほとんどの方は該当しませんが、何らかの理由があって兄弟姉妹で別の月に入所申請する場合）」、「学童保

育は利用していない（兄姉が高学年なので学童保育を利用していない場合等）」の中からあてはまるものに、チェック

してください。小学生の兄弟姉妹がいない場合は、チェック不要です。 

 

（６）障がい等の有無 

該当する項目すべてにチェックしてください。 

 

（７）同居世帯の状況（本人、父母、祖父母以外を記載） 

本人、父母、祖父母以外の同居する家族がいれば記載して下さい。（例.児童の兄弟、おじ、おば、いとこ等） 

記入上の注意点 

（1）入所月 

何月から放課後児童クラブ（学童保

育）を利用したいか記載してください。 

 

※育児休業中の方は、仕事に復帰する

月から通年利用できます。（一時的

保育は育児休業中でも登録できま

す） 

 

（2）希望クラブ 

就学予定の小学校の中で希望される

クラブを選択してください。 

送迎の関係で同じクラブを希望す

る場合は、「兄弟姉妹で同じ児童クラ

ブを希望する」にチェックしてくださ

い。ただし、同時に利用できるクラブ

を探すため、新１年生でも、希望クラ

ブにならない可能性があります。 

 

（３）登録方法 

８月以外と８月で異なる登録方法を

選択できます。記入例では、８月は兄

が家にいるので、８月だけ一時的保育

としています。 

 

通年利用 

保育の必要性があり、月10回を超え

て利用する場合 

 

一時的保育 

月10回以下の利用で良い場合 

 

※通年利用の方は、一度も利用しなか

った場合でも利用料がかかります。

一時的保育は利用しなかった場合

は利用料がかかりません。 
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記入上の注意点 

（８）保護者の就労状況 

父母の氏名、生年月日、勤務先、

就労日数、就労時間、育児休業の有

無等を記載ください。 

 

※育児休業中は、通年利用できない

ので、仕事に復帰する月から、入

所できるよう申請してください。

（又は、当初は一時的保育で申請

し、途中で変更してください） 

 

※土曜保育を希望される方は、必ず

父母の土曜の就労時間も記載して

ください。 

 

（９）祖父母の就労状況 

同居の場合以外は、住所まで記載

してください。 

 

同居の場合は、勤務先等の情報も

記載してください。 

 

祖父母がいらっしゃらない場合

は、不在をチェックしてください。 

 

（10）父母・同居祖父母が就労以外

で利用する場合の理由 

就労以外の理由で学童を利用した

い場合は、その理由を詳しく記載し

てください。 

父母の場合は、診断書・母子健康

手帳の写し等の書類を提出してくだ

さい。 

★再確認事項（特に注意するポイントなど） 
〇一時的保育の利用回数を月10回に増やし、週２回以上使えるようになり、大変便利になりました。令和４年

度も新１年生の利用者が多くなる見込み（特に、つばめ・ひばり児童クラブ）ですので、ご支障が無いご家

庭は、利用料金も安くなることから、一時的保育で登録していただくようご協力をお願いします。 
 

〇長期休業中の登録方法が無くなりましたので、「通年利用」と「一時的保育」から選択してください。８月

以外と８月で異なる登録方法を選択できますので、以下の例のように登録することができます。 

（例１） ８月はお兄ちゃんが家にいるので、８月以外は通年、８月は一時にする。 

（例２） 母が午前中に仕事なので、８月以外は一時、８月は通年にする。 
 

〇新型コロナウィルス感染症対策のためにも、父母、同居の祖父母のお仕事が休みの日は、学童保育を利用す

るのではなく、お家で児童を迎えてあげてください。 
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